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①健康づくりと地域医療の充実
　♦病院整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２億６，０６３万３千円
　♦障害者介護給付・訓練等給付費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４億６９７万８千円
②教育環境の整備
　♦教育支援事業（教育相談・適応指導教室運営など）・・・・・・・・・・・１，１１８万７千円
　♦小中学校町費職員配置事業（学習指導充実推進教員・特別支援教育支援員）等 ６，２１６万９千円
　♦小中学校給食運営事業（給食費・燃料費補助）・・・・・・・・・・・・・８，０１３万３千円
③災害に強いまちづくり
　♦高千穂土地改良区の幹線水路についての構想策定調査等・・・・・・・・・・・・・５５０万円
　♦農業水路等長寿命化・防災減災事業　※１・・・・・・・・・・・・・・・・・３２１万７千円
④農林畜産業・商工業の振興と雇用の創出
　♦県営畑地帯総合整備事業（祓川・日守・後川内）・・・・・・・・・・・・２，５２６万５千円
　♦中山間地域等直接支払交付金事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４，８０７万２千円
⑤観光の振興
　♦皇子原・高千穂峰線　道路（歩道）整備事業・・・・・・・・・・・・・・４，１７８万９千円
　♦御池　松の港　野営場施設（倉庫）改修工事　※２・・・・・・・・・・・・・・・７９４万円
⑥子育て支援・少子化対策
　♦支援対象児童等見守り強化事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９７２万３千円
　♦放課後児童健全育成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４，３８７万４千円
　♦利用者支援事業（子ども家庭センター）※３・・・・・・・・・・・・・・２，２６８万３千円
⑦ふるさと納税の推進
　♦ふるさと納税特産品贈呈事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６億１，５６７万６千円
　♦地域商社活動・開発推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６，８４０万２千円
⑧高齢者支援
　♦養護老人ホーム峰寿園運営事業（施設整備含む）・・・・・・・・・・１億２，９６３万９千円
　♦高齢者の生きがいと健康づくり事業（茶飲み場等）・・・・・・・・・・・・・２６９万５千円

歳 入　　７３億７，７７８万２千円
歳 出　　７２億３，９５９万３千円

令和６年度一般会計歳入歳出決算

※歳入歳出差引額は、１億３，８１９万円
　実質収支額は、翌年度への繰越額４，２０３万６千円を差し引いた、９，６１５万４千円である。
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▲農業水路等長寿命化・防災減災
　事業川除地区　※１

▲御池松の港野営場施設　※２

▲ほほえみ館子ども家庭センター
　相談室　※３

（単位：千円） （単位：千円） 
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各会計別 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

一　　般　　会　　計 73億7,778万2,487円  1億3,818万9,639円72億3,959万2,848円

住宅新築資金等貸付事業特別会計 1,000円20万9746円21万746円

国民健康保険特別会計 13億1,055万8,177円 13億831万6,108円 224万2,069円

介護保険事業特別会計（保険事業勘定）

介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）

14億9,331万572円 13億7,936万1,536円 1億1,394万9,036円

後期高齢者医療特別会計 3億1,214万6,914円 3億1,213万1529円 1万5,385円

221万5,096円

事　　　業 営業（医業）収益 営業（医業）費用 営業（医業）利益

水　　道　　事　　業 1億5,959万4,375円 1億5,658万905円 301万3,470円

農業集落排水事業 505万8,285円

613万232円 391万5,136円

4,732万1,884円 △4,226万3,599円

病　　院　　事　　業 6億1,369万8,874円 8億1,819万3,934円 △2億449万5,060円

区　　　分 令和５年度末 令和６年度中増減高 令和６年度末現在高

財 政 調 整 基 金 13億4,683万8,000円 △2,840万9,000円 13億1,842万9,000円

公共施設等整備基金 4億8,490万9,036円 5,000万円 5億3,490万9,036円

ふるさと振興基金 4億5,646万8149円 1億6,578万915円 6億2,224万9,064円

その他１６基金の合計額 14億8,621万6,293円 △3,538万7,730円 14億5,082万8,563円
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財政調整基金残高（単位億円）
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実質公債費比率（３か年平均値）

※25％以上　起債制限団体
　18％以上　新たな起債に県の許可が必要

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

採決が分かれた議案の議員別賛否一覧 　令和７年第６回定例会　議決結果（内容）
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令和６年度高原町一般会計歳入歳出決算認定について

令和６年度高原町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

令和６年度高原町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

認定第１号

認定第５号

認定第６号

認定第３号

−○●○●○●○○●認
定

−○○○●●●○○●

−○○○●○○○○●

−○●○○●●○○○

認
定
認
定
認
定令和６年度高原町病院事業決算認定について

⑨資源と魅力を生かした地域の活性化
　♦たかはるメタサービスエリア構築・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，０００万円
　♦着ぐるみ製作（たかぼー・はるちゃん）・・・・・・・・・・・・・・・・１８３万４千円
　♦町制９０周年記念事業（式典・記念講演・町勢要覧）・・・・・・・・・・４９９万９千円
⑩地域交通の充実
　♦高原駅多目的トイレ改修事業　※４・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９４万円
⑪災害復旧
　♦農地災害復旧費（４ヶ所）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２７万１千円
　♦農業用施設災害復旧費（１２ヶ所）・・・・・・・・・・・・・・・・４，９８２万９千円
　♦公共土木施設災害復旧費（１７ヶ所）※５・・・・・・・・・・・・１億５，９１７万６千円　
⑫物価高騰対策
　♦低所得者支援及び定額減税補足給付事業（繰越含む）・・・・・・・・・・１億２２９万円

高原町の基金

各
財
政
状
況

高原駅多目的トイレ　※４高原駅多目的トイレ　※４

※千円未満は切り捨てで表示してあります。

9.0

7.7

7.4

7.1
7.2

7.1
9.5

12.9 13.4 13.1

各会計別歳入歳出

道路災　柳野・岩内線　※５道路災　柳野・岩内線　※５
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７月
臨時議会

９月
定例会

７０億６６４万円予算総額

【議　案】
　〇財産の取得　スクールバス　２台　・・・・・・・・１,６７２万円
　　　

第５回　高原町議会臨時会において、議案２件（財産の
取得、補正予算）が提案され、原案どおり、可決しました。

　〇令和７年度高原町一般会計補正予算（第３号）　・・・・・・補正額１,８２６万４千円
　　  ※主なもの…低所得者支援及び定額減税補足給付金給付事業  ５７０人の見込みが、実際は１,０００人

２９人乗りバスを　 Ｑ： ・管理場所は。　　　　　　　　　　　Ａ： ・ほほえみ館駐車場にて管理。
２台購入　　　　　　　  ・乗降所として、屋根が必要では。　　　　 ・屋根は今後、考慮する。
　　　　　　　　　　　  ・コース、停留所の説明は。　　　　　　　 ・９月から１２月の参観日、新１年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生には、就学時健診時に説明する。

第６回　高原町議会定例会において、
報告５件、議案１２件、認定８件が提案され、
原案どおり、認定・可決しました。

【報　告】
　〇教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価
　〇令和６年度高原町健全化判断比率及び資金不足比率
　〇令和６年度奥霧島地域商社ツナガルたかはる株式会社決算及び事業実績

  ◆目　標◆　　　　　  ◆実　績◆　　　　　　　◆目標比◆　　　　 ◆達成率◆　　　　   ◆前年度比◆
５億８千万円　　６億２,１３６万６００円　　＋４,１３６万６００円　　１０７．１％　　＋３,４０９万３,２００円

　〇専決処分…2件

【議　案】
　〇条　　例…3件
　〇川平辺地総合整備計画の策定
　　　※川平地区の橋りょう、公民館、農業用
　　　　施設の整備計画を策定する
　〇町道の認定

　〇令和7年度高原町一般会計補正予算（第4号）・・・・補正額1億７,０１０万４千円
　　　※主なもの ・高原町総合運動公園管理運営委託事業　令和８年度から令和１２年度・・・９,２５０万円
　　　　　　　　 ・中山間地域等直接支払交付金　１０の営農集落へ・・・・・・・・・・・・４,７８７万円
　　　　　　　　 ・二葉・村移線　街路事業　街路灯を５０ｍ間隔で１４基設置・・・・・・４４８万３千円
　　　　　　　　 ・水道使用料金免除事業補助金（１０月、１１月基本料金免除）・・・・・・・５４０万円
　　　　　　

▲川平公民館

議
会
の
あ
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ふるさと納税
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決算における委員会審査決算における委員会審査
総務経済常任委員会 （審査：建設水道課が所管する認定３件、議案１件）

農業集落
排水施設

認定第２号：住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定
　歳入については、貸付金元利収入２１万円と繰越金７４６円です。
　歳入については、全額土木費です。

委員会の意見⇒　収入未済額は２名の１,３５９万４,３９６円となっており、引き続き法的措置も視野に
　　　　　　　入れ、回収業務に努力されたい。

認定第７号：工業用水道事業決算認定
　令和６年度も給水はない。

委員会の意見⇒　なし

認定第８号：農業集落排水事業決算認定
　加入状況は、区域内戸数２８８戸のうち、２２５戸（加入率　７８.１％）です。
　支出の主なものは、農業集落排水処理施設機能強化対策工事の１,９７２万５,０００円等です。

委員会の意見⇒　今後とも、加入促進に努力されるとともに、施設の維持管理を徹底し、延命化を図る
　　　　　　　など、公営企業としての経営の効率化と収益の確保を図り、経営の健全化を図られたい。

議案４４号：水道事業利益の処分及び決算認定
　年度末、給水人口は、８,２７０人（前年度比　△１５４人）で、
　　　　　給水件数は、４,３６３件（前年度比　　△１９件）です。
　　　　　年間配水量は、　 １５２万３,１０３㎥（前年度比　＋１万２９８㎥）で、
　　　　　年間有収水量は、１１２万８,６１５㎥（前年度比    △９,０３３㎥）です。
　水道料金の未収金については、令和７年６月３０日現在、２２７人（前年度比　＋４）
　の２１２万７,５７３円です。

委員会の意見⇒　本町を含む、各地で頻発する自然災害では、今後も断水など住民生活に大きな影響を
　　　　　　　及ぼすことが想定され、災害に対する備えについては万全の対策を期されたい。
　　　　　　　　また、水道料金については、受益者間負担の公平性を確保し、今後とも健全経営を図
　　　　　　　り、安心、安全な水の供給に努められたい。
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認定第３号：国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
　令和６年度の加入状況は、平均被保険者数　２,１２７人　 （前年度比　△１２８人）で、
　　　　　　　　　　　　　平均世帯数　　　１,４１０世帯（前年度比　△６５世帯）です。
　保険税滞納者は１５９人（前年度比　＋３人）で、５０万円以上高額滞納者の人数とその総額は
　２２人の２，１４３万９，６４８円です。
　滞納処分（差押）は、４０件中２９件の納付で、額は１４４万５,６２１円です。

委員会の意見⇒　一人あたりの医療費は、令和６年度５０万２,２６７円（県内で７番目に高い）。
　　　　　　　被保険者の減少や高齢化の進展等により、一人あたりの医療費が増加することが予
　　　　　　　想されるが、医療費抑制のため、特定検診・保健指導の受診率向上にさらに取り組
　　　　　　　まれ、国民健康保険事業の安定的な運営を図られたい。

認定第４号：介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定
　令和７年３月末現在の第１号被保険者数は、３,６８３人（前年度比　△１５人）で、
　　　　　　　　　　要介護・要支援認定者数は６１２人（前年度比　＋２３人）です。
　介護保険料の未納者は５３人で、収入未済額は、特別徴収の還付未済額を含めて２８５万
　６,１６９円です。
　不納欠損処分は７１人で、５６６件の３２８万５,８５０円です。

委員会の意見⇒　今後も高齢者が安心して日常生活が営めるよう、介護予防に積極的に取り組むなど、
　　　　　　　中長期を見据えた介護サービスを行うため、介護を支えるための人材の育成確保を進
　　　　　　　め、介護保険事業の円滑な運営に取り組まれたい。
　　　　　　　　また、不納欠損処分については、被保険者間に不公平感が生じないよう慎重かつ厳
　　　　　　　正な取り扱いを行い、納付誓約書の提出や一部入金等の時効中断の措置を強化された
　　　　　　　い。

認定第５号：後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定
　令和７年３月末現在の被保険者数は、２,０２６人（前年度比　＋９人）です。
　後期高齢者医療保険料の収入未済額は、特別徴収の還付未済額を含めて、３１万２,７２０円です。
　不納欠損処分は５人で、１４件の２万８,９００円となっており、前年度より大幅に減少しています。

委員会の意見⇒　高齢化の進展や医療の高度化等により、医療費が増加し、後期高齢者医療広域連合
　　　　　　　納付金の増加が予想される。被保険者の医療の確保と健康の維持増進のため、各種保
　　　　　　　健事業の推進啓発により、保険給付費の抑制を図り、引き続き適切な財政運営に努め
　　　　　　　られたい。

認定第６号：病院事業決算認定
　令和７年３月末時点の診療体制は、常勤医師１人、他職員３６人の計３７人で管理運営されています。
　入院患者数は、延べ　１万２,４７０人（１日平均３４．２人）（前年度比　＋１,７５２人）で、
　外来患者数は、延べ　１万８,２９９人（１日平均６２．５人）（前年度比　△４,１５６人）です。

委員会の意見⇒　医業収支では２億４４９万５,０６０円の損失となっており、経営規模の調整や入院患
　　　　　　　者受入れ対策等の収益増の取り組み努力により、損失額の圧縮が図られつつあるもの
　　　　　　　の、前年度に続き、依然厳しい経営状況にある。
　　　　　　　　今後の人口減少や少子高齢化の急速な進行により、医療需要が大きく変化すること
　　　　　　　が予想されることから、医療提供体制の在り方等、必要な検討を進められ、引き続き
　　　　　　　経営健全化に取り組まれたい。
　　　　　　　　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文教厚生常任委員会（審査：町民課、税務会計課、福祉課、病院が所管する認定４件）

☝
認定第６号
討　論
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（一般質問の様子）

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
Ａ

（一般質問の様子）

方
向
性
に
つ
い
て
。

答　
３
保
育
所
は
令
和
11
年
度
ま
で
指
定

管
理
方
式
で
公
立
保
育
所
と
し
て
存
続
さ

せ
、
そ
れ
以
降
は
町
内
の
保
育
施
設
の
定

員
や
出
生
数
等
を
見
な
が
ら
調
査
研
究
し

て
い
く
。

問　
方
向
性
へ
の
協
議
内
容
は
。

答　
保
護
者
へ
の
説
明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
公
立
保
育
所
の
統
合
に
つ
い

て
反
対
41
・
７
％
、
公
立
保
育
所
の
廃
園

反
対
66
・
７
％
で
、
理
由
と
し
て
園
児
の

送
迎
や
保
育
環
境
の
変
化
に
よ
る
影
響
等

の
声
が
あ
っ
た
。
又
、
３
保
育
所
職
員
か

ら
は
処
遇
改
善
を
含
め
、
様
々
な
要
望
や

意
見
が
出
さ
れ
、
今
後
は
保
育
士
向
け
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
個
別
面
談
等
を
予
定

し
て
い
る
。

●
高
原
町
畜
産
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
宮
崎
県
畜
産
共
進
会
（
肉
用
種
種
牛

の
部
）
へ
高
原
町
か
ら
６
頭
の
出
品
牛
が

決
定
し
、
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

へ
の
出
場
も
有
力
視
さ
れ
て
い
て
、
行
政

支
援
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
が
。

答　
出
品
牛
に
対
す
る
支
援
は
本
町
を
含

め
て
、
Ｊ
Ａ
や
市
場
運
営
部
等
が
協
力
し
、

支
援
（
金
銭
・
大
会
に
必
要
物
品
）
や
町

職
員
、
和
牛
振
興
会
、
Ｊ
Ａ
職
員
等
で
朝

・
夕
の
人
的
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

高
原
町
政
の
検
証

高
原
町
政
の
検
証

●
高
原
町
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

問　
令
和
８
年
の
児
童
・
生
徒
の
予
定
数

は
。

答　
児
童
数
３
６
０
名
、
生
徒
数
２
１
８

名
の
見
込
み
で
あ
る
。

問　
高
原
小
学
校
改
修
工
事
の
進
捗
状
況

は
。

答　
改
修
工
事
予
算
と
し
て
、７
，３
３
６

万
４
千
円 （
補
助
金
９
４
８
万
４
千
円
交

付
決
定
）を
計
画
し
、普
通
教
室
の
床
改
修

等
な
ど
夏
休
み
期
間
で
教
室
棟
を
優
先
的

に
実
施
し
、工
程
の
約
半
分
は
完
了
し
、令

和
８
年
２
月
完
了
を
目
指
し
順
調
に
進
ん

で
い
る
。

問　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
は
。

答　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
２
台（
１
，６
７
２
万

円
）を
購
入
し
、合
わ
せ
て
７
台
で
の
運
行

予
定
で
あ
り
、
在
校
生
の
保
護
者
に
向
け

た
説
明
会
を
９
月
中
に
予
定
し
て
い
る
。

●
高
原
町
公
立
保
育
所
の
在
り
方
に
つ
い
て

問　
令
和
９
年
度
以
降
の
公
立
保
育
所
の

温水　宜昭議員
ぬくみず　 よしあき

外村　　仁議員
ほかむら　      ひとし

●
高
原
町
独
自
の
教
育
に
つ
い
て

問　
高
原
町
独
自
の
教
育
・
授
業
を
行
っ

て
い
る
か
。

答　
高
原
子
ど
も
未
来
議
会
や
ふ
る
さ
と

学
習
を
行
っ
て
い
る
。

問　
古
事
記
・
日
本
書
紀
を
基
に
小
中
学

生
に
も
分
か
り
易
い
神
話
の
授
業
を
行
う

考
え
は
な
い
か
。

答　
小
学
校
６
年
生
に
お
い
て
、
神
話
・

伝
統
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
、
高
原
の
よ
さ

を
発
信
す
る
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
町
の
景
観
保
持
に
か
か
る
各
種
作
業
に

つ
い
て

問　
地
区
で
行
っ
て
い
る
一
斉
草
刈
り
に

補
助
制
度
等
を
活
用
し
て
手
伝
い
を
し
て

も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
県
に
お
い
て
登
録
制
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
す
る
「
中
山
間
盛
り
上
げ
隊
」

と
い
う
制
度
が
あ
る
。
今
後
こ
の
制
度
の

よ
り
一
層
の
周
知
を
図
ろ
う
と
考
え
て
い

る
。

未
来
の
高
原
町
の
た
め
に
今
で
き
る
事
を
や
る
！

未
来
の
高
原
町
の
た
め
に
今
で
き
る
事
を
や
る
！

●
農
業
政
策
に
つ
い
て

問　
地
域
や
個
人
で
種
を
つ
な
い
で
い
る

独
自
の
野
菜
や
米
を
調
査
で
き
な
い
か
。

答　
町
報
の
お
知
ら
せ
等
に
よ
り
、
町
民

か
ら
の
情
報
収
集
を
今
後
、
行
っ
て
い
き

た
い
。

問　
集
落
営
農
な
ど
の
組
織
を
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
さ
せ
る
た
め
の
対
策
は
。

答　
組
合
長
・
事
務
局
合
同
会
議
の
開
催

や
先
進
地
の
視
察
研
修
等
を
実
施
し
て
い

る
。
持
続
可
能
な
集
落
営
農
組
織
の
育
成

に
向
け
、
後
継
者
の
確
保
か
ら
経
営
の
多

角
化
・
規
模
拡
大
ま
で
、
経
営
の
発
展
段

階
に
応
じ
た
支
援
が
実
施
で
き
る
よ
う
、

努
め
て
い
き
た
い
。

問　
新
し
い
農
法
や
、
草
刈
り
負
担
軽
減

の
検
証
等
を
行
い
た
い
農
家
に
格
安
で
耕

作
放
棄
地
を
貸
し
出
せ
な
い
か
。

答　
農
地
法
に
基
づ
き
農
業
委
員
会
の
許

可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
耕
作
放
棄
地

を
農
地
と
し
て
利
活
用
が
可
能
な
よ
う
に

町
と
し
て
も
努
め
て
い
き
た
い
が
、
農
地

の
賃
借
料
に
つ
い
て
は
、
貸
し
手
・
借
り

手
同
士
の
話
し
合

い
に
よ
り
決
定
さ

れ
る
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
る
。



立
つ
鳥
跡
を
濁
さ
ず
有
終
の
美
を
飾
っ
て
い
た
だ
き
た
い

立
つ
鳥
跡
を
濁
さ
ず
有
終
の
美
を
飾
っ
て
い
た
だ
き
た
い

（一般質問の様子）

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
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（一般質問の様子）

山下　香織議員
やました　   かおり

郡山　貞利議員
こおりやま    さだとし

●
町
長
退
任
に
伴
う
引
継
ぎ
に
つ
い
て

問　
町
長
の
進
め
て
き
た
施
策
の
達
成
度

は
。　

答　
ま
だ
任
期
が
42
日
あ
る
の
で
お
答
え

す
る
時
期
で
は
な
い
。

問　
次
の
町
長
へ
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
が
多
々
あ
る
が
、
次
の
町
長
が

高
妻
町
長
と
反
対
の
意
見
を
持
つ
方
で
あ

っ
た
場
合
に
進
行
中
の
も
の
が
反
故
に
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
あ
る

が
。

答　
可
能
な
限
り
話
を
し
な
が
ら
引
き
継

い
で
い
く
。

●
職
員
数
の
適
正
に
つ
い
て

問　
４
月
の
人
事
異
動
か
ら
５
箇
月
が
過

ぎ
、
各
課
日
々
業
務
に
真
摯
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
事
と
思
う
が
、
部
署
に
よ
っ
て

は
引
継
ぎ
の
進
行
度
に
差
が
あ
る
よ
う
に

見
え
る
。
引
継
ぎ
の
進
捗
に
つ
い
て
や
職

員
の
業
務
理
解
度
や
町
民
へ
の
対
応
に
つ

い
て
役
場
で
は
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
る

の
か
。

答　
所
属
長
が
把
握
し
て
い
る
。
重
要
な

案
件
等
は
町
長
へ
所
属
長
か
ら
報
告
が
あ

る
。

問　
役
場
の
雰
囲
気
が
暗
い
！
。
特
に
本

館
の
雰
囲
気
は
と
て
も
暗
い
と
感
じ
る
。

来
庁
さ
れ
た
住
民
へ
の
挨
拶
や
声
か
け
が

見
ら
れ
な
い
。
教
育
や
指
導
は
。

答　
再
度
全
職
員
に
接
遇
指
導
を
徹
底
し

た
い
。

（
意
見
）
一
人
一
人
が
町
の
職
員
で
あ
る

と
い
う
自
覚
を
持
ち
、
町
民
へ
寄
り
添
う

気
持
ち
を
持
っ
て
職
務
に
あ
た
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
る
。

●
通
学
路
の
安
全
確
保
・
管
理
に
つ
い
て

問　
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
改
善
お
よ
び

事
故
発
生
箇
所
な
ど
、
気
づ
か
な
い
場
所

の
対
応
は
。

答　
年
２
回
の
通
学
路
合
同
点
検
対
策
会

議
に
て
協
議
し
、
改
善
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
事
故
発
生
箇
所
に
関
し
て
は
、
緊

急
的
に
個
別
の
対
応
を
し
て
い
る
。
気
づ

き
に
く
い
場
所
に
つ
い
て
も
、
出
来
る
限

り
様
々
な
情
報
を
収
集
し
、
危
険
箇
所
の

縮
減
を
図
っ
て
い
く
。

問　
定
期
的
な
除
草
・
枝
の
伐
採
は
徹
底

さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
時
期
の
見
直
し
は
。

答　
町
道
に
関
し
て
は
七
夕
道
作
り
等
で

草
刈
り
等
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
県

道
に
関
し
て
は
県
が
管
理
し
て
お
り
、
早

期
の
草
刈
り
を
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
降
灰
後
の
安
全
点
検
は
。

答　
休
み
明
け
ま
で
に
教
育
総
務
課
で
確

認
し
、
建
設
水
道
課
お
よ
び
県
土
木
事
務

所
に
位
置
図
と
写
真
を
送
付
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
降
灰
に
よ
り
歩
道
や
路
肩
が
滑

り
や
す
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
注
意
喚
起

教
育
行
政

教
育
行
政

を
、
町
民
向
け
に
は
建
設
水
道
課
か
ら
、

保
護
者
向
け
に
は
教
育
総
務
課
か
ら
周
知

を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
学
校
教
育
に
つ
い
て

問　
狭
野
・
後
川
内
・
広
原
小
で
行
っ
て

い
た
地
区
行
事
、
学
校
行
事
の
来
年
度
に

向
け
た
引
継
ぎ
は
。

答　
地
区
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
関
係
団
体
が

主
催
の
行
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

主
催
や
運
営
に
つ
い
て
、
当
該
関
係
団
体

に
お
い
て
主
体
的
に
判
断
い
た
だ
く
も
の

と
考
え
て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

意
向
を
尊
重
し
、
調
整
や
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

問　
統
合
校
で
の
各
地
区
伝
統
行
事
の
導

入
や
選
定
は
。

答　
７
月
に
広
原
棒
踊
り
保
存
会
、
狭
野

棒
踊
り
保
存
会
、
後
川
内
東
雲
太
鼓
保
存

会
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
統
合
後
の
児
童
生
徒

の
指
導
に
つ
い
て
ご
意
向
を
伺
っ
た
。
貴

重
な
ご
意
見
を
、

高
原
町
小
中
一

貫
教
育
校
準
備

委
員
会
の
教
育

部
会
に
お
い
て
、

教
育
課
程
編
成

を
進
め
る
な
か

で
検
討
し
て
い

る
最
中
で
あ
る
。

広原棒踊りの様子

９月１０日〜１６日は「自殺予防週間」と
なるため、議員、執行部共にブルージャン
パーを着用しました。

９月１０日〜１６日は「自殺予防週間」と
なるため、議員、執行部共にブルージャン
パーを着用しました。



●
町
営
住
宅

問　
霧
島
団
地
の
空
き
戸
数
は
。
収
入
基

準
（
15
万
８
千
円
）
を
引
き
上
げ
て
、
単

身
者
・
若
年
世
帯
が
入
居
で
き
な
い
か
。

答　
９
月
１
日
現
在
、
64
戸
中
57
戸
入
居
。

引
き
上
げ
る
予
定
は
な
い
。

問　
弾
力
的
な
活
用
は
。
定
住
促
進
・
雇

用
促
進
の
目
的
外
使
用
の
考
え
は
。

答　
外
国
人
技
能
実
習
生
へ
の
ル
ー
ム
シ

ェ
ア
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

問　
入
居
者
が
少
な
い
と
共
益
費
が
高
い

と
聞
い
た
。
補
助
は
。

答　
共
益
費
は
入
居
戸
数
に
よ
る
均
等
割
。

入
居
率
の
向
上
に
努
め
る
。
補
助
は
検
討

課
題
で
あ
る
。

●
ご
み
処
理
に
つ
い
て

問　
え
び
の
市
美
化
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

に
係
る
本
町
負
担
額
は
。
こ
れ
を
機
に
、

直
接
搬
入
は
で
き
な
い
か
。

答　
令
和
12
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
の
12

年
間
で
、年
額
約
２
，１
３
０
万
円
に
な
る

見
込
み
。
異
な
る
自
治
体
に
個
人
が
ゴ
ミ

を
搬
入
す
る
こ
と
は
法
的
に
規
制
さ
れ
て

い
る
。

問　
可
燃
ご
み
の
委
託
料
は
、
重
量
で
決

ま
る
の
か
。

答　
重
量
に
よ
り
算
定
し
て
い
る
。

問　
重
量
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
生
ご
み

処
理
機
購
入
の
補
助
は
。

答　
具
体
的
に
調
査
研
究
す
る
。

09　議会だより　たちばな　

（一般質問の様子）

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
Ａ

（一般質問の様子）

西嶋　陽代議員
にしじま　   はるよ

福澤　卓志議員
ふくざわ　   たくじ

●
子
育
て
支
援

問　
学
校
の
管
理
下
で
発
生
し
た
負
傷
等

に
係
る
医
療
費
の
取
扱
い
は
。

答　
診
療
機
関
で
自
己
負
担
分
を
支
払
い
、

後
日
、
災
害
共
済
の
支
給
を
受
け
る
。
医

療
費
助
成
制
度
と
災
害
共
済
給
付
制
度
の

併
用
は
認
め
ら
れ
な
い
。

問　
保
育
施
設
、
学
童
ク
ラ
ブ
で
の
負
傷
は
。

答　
同
様
の
取
り
扱
い
に
な
る
。

問　
子
ど
も
医
療
費
の
自
己
負
担
は
、

一
診
療
報
酬
明
細
ご
と
に
１
，
０
０
０
円
。

高
い
の
で
は
。

答　
制
度
を
始
め

た
当
初
は
、
県
内

で
も
進
ん
で
い
た
。

様
々
な
制
度
を
見

直
す
時
期
に
き
て

い
る
。

 困
り
ご
と
を
解
消
し
て
！

困
り
ご
と
を
解
消
し
て
！

　　　   高　原　　　　　   １，０００円
　　えびの・小林　　　　　 　８００円
　　   日向・門川　　　　　　 ３５０円
宮崎・延岡・日南・三股　　　 ２００円
　  他　１７市町村       　 自己負担なし
 

●
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利
用
し
た
情
報
発
信

問　
役
場
か
ら
の
情
報
は
あ
ら
ゆ
る
手
段

で
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
重
要
情
報
は
偏

り
な
く
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
提
供
を
行
っ
て
い

く
べ
き
で
は
。

答　
改
め
て
運
用
の
見
直
し
を
行
い
な
が

ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
特
長
を
生
か
し
て
発
信
し

て
い
く
。

●
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
通
知
等

問　
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
関
す
る
町
民
か
ら

の
意
見
等
は
あ
っ
た
か
。

答　
イ
ベ
ン
ト
案
内
時
に
配
信
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
に
返
答
が
あ
り
、
町
内
の
最
新
情

報
や
広
報
の
充
実
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
配

信
、紹
介
等
に
関
し
、意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

問　
受
信
設
定
に
居
住
地
を
入
力
す
る
項

目
が
あ
る
が
、
町
内
外
の
利
用
者
数
は
。

役
場
か
ら
の
多
く
の
情
報
は
、町
民
に
届
い
て
い
ま
す
か
？

役
場
か
ら
の
多
く
の
情
報
は
、町
民
に
届
い
て
い
ま
す
か
？

答　
１
，
４
１
５
名
中
、
町
内
８
２
１
名
、

町
外
１
８
３
名
、未
入
力
４
１
１
名
。

問　
ゴ
ミ
分
別
検
索
で
該
当
し
な
い
キ
ー

ワ
ー
ド
が
多
い
が
、
検
索
で
き
る
よ
う
に

な
ら
な
い
か
。

答　
こ
れ
ま
で
入
力
さ
れ
た
デ
ー
タ
か
ら

も
、
該
当
し
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド
に
関
す
る

改
善
を
行
な
っ
て
い
く
。

●
防
災
行
政
無
線

問　
音
声
内
容
が
聞
き
取
り
に
く
い
時
が

あ
る
。
改
善
で
き
な
い
か
。

答　
改
善
し
て
い
く
。

問　
緊
急
通
信
を
想
定
し
た
肉
声
で
の
伝

達
訓
練
等
は
行
わ
な
い
の
か
。

答　
試
験
放
送
な
ど
を
交
え
な
が
ら
肉
声

で
の
伝
達
訓
練
も
行
っ
て
い
く
。

問　
こ
れ
ま
で
も
質
問
し
て
き
た
が
、
個

別
受
信
機
の
考
え
は
。

答　
現
在
運
用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
を
可

能
な
限
り
活
用
し
て
い
く
。

●
地
域
掲
示
板

問　
各
地
区
掲
示
板
が
有
効
活
用
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
だ
が
、
掲
示
物
な
ど
も
含
め

改
善
が
必
要
だ
が
。

答　
各
行
政
区
の
自
主
性
に
委
ね
て
い
る
。

◀ケガをしないように遊ぶ

県
内
の
医
療
費
助
成

   

外
来
自
己
負
担
金

        

（
小
学
生
〜
）
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◎医療・福祉

◎産業・観光

◎生活環境・インフラ

◎交通・安全

◎教育・地域づくり

※今後も町民の意見や要望を伺い進捗確認に全力で取り組みます。

● 町立病院の必要性の検討を

● 医師不足（特に産婦人科）

● ほほえみ館ジム利用の簡素化を

● 食事処が少ない

● 水力発電や自然エネルギーの普及を

● 高原ＰＲをもっと派手に

● 移住者向けのＰＲを

● 道路舗装の傷み

● 道路にはみ出した樹木管理

● ごみ分別が複雑

●広原十文字 交差点への信号設置

● 交通弱者の移動支援

● 防災無線が聞こえにくい

● 防災意識の低下

● 小学校跡地の活用

● 農業後継者不足

● 人口減少と地域草刈り

● スポーツイベントの告知不足

町民説明会を実施し、今後の方針を示した。

（下記以外にも６月、９月定例会にて一般質問を行いました。）

医師確保に向けて町長自ら各機関へ要望活動を行っている。

町内・町外（利用者）で異なっていた手続きを令和７年度にすべて
一本化した。

関係・交流人口を増やすＰＲ、受け入れる気運の醸成、起業支援等を続ける。

限られた予算で創意工夫しながらＰＲを行う。

予算内で工夫、観光大使や外部人材と連携し施策に反映して行く。

費用対効果を考慮し検討を進める事が重要。

補助事業や町単独で年次的に改修工事を行なっている。

管理は所有者が行うと規定されている。周知徹底を進める。

現行方式を継続、住民の声を反映し改善を検討。

県小林土木事務所・県公安委員会と協議を行う必要がある。
現在、移動販売はＪＡが行っている。令和７年４月から乗合タクシー
制度が拡充され、自宅と商業施設間の送迎が行われている。
ぜひ活用してほしい。

防災無線の更新や新たな伝達手段の整備等比較検討を行う。

各種研修・イベントで意識向上を図る。

広報誌・HP・SNS・LINE 等も広く活用し周知を強化。

検討委員会で協議予定。地域住民の理解を得る等手順を踏んで進める。

農協や関係機関と連携し、新規就農支援等を推進。
様々な地域活動が継続困難になると想定されるので、まちづくり協
議会を順次立ち上げ、地域の課題を解決する為の取組みを開始して
いる。各地域と役場で緊密に連携しながら取り組みを継続したい。
現在、保育施設に通う子どもの保護者の負担軽減策等、子育て世代
に選ばれる地域づくりに取り組んでいる。関係人口・交流人口の増
大を促進し、地域ぐるみでコミュニティへの参画等を促す機運醸成
等に引き続き努める。

議員と語ろう会 議員と語ろう会で出た意見について町に伝え、
回答を頂きました。
主な内容について報告します。

（町の回答）

議
員
と
語
ろ
う
会

● コミュニティの希薄化と
　 人口減少対策を早急に
● コミュニティの希薄化と
　 人口減少対策を早急に
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１１　議会だより　たちばな　

令和７年７月１日～９月３０日まで

議　会　の　動　き

※その他、議長については議長用務があります。

７
　
　
　
　
月

９
月

８
　
　
　
　
　
月

１０日

２４日

２３日

２７日

２８日

１８日

１９日

３日〜
 18日

３日

７日

８日

１２日

※請願・陳情を出される方は１１月２５日（火）までにご提出下さい。

詳細は町公式ホームページにて
高原町議会事務局　☎４２-５１３８

１２月定例会は
本会議は午前１０時開会

１２月３日（水）～
ＹｏｕＴｕｂｅにてライブ配信をしております
ので、ご登録をお願いします。

議会を傍聴しませんか？

議会を傍聴しませんか？

子牛品評会

議会運営委員会

全員協議会

臨時会

総務経済常任委員会

議会運営委員会正副委員長研修会

議会の在り方検討特別委員会、総務経済常任委員会

文教厚生常任委員会所管事務調査

正副議長研修会、地方行政問題協議会

子牛品評会

議会の在り方検討特別委員会行政調査

総務経済常任委員会所管事務調査、総務経済常任委員会

議会運営委員会

議会運営委員会

全員協議会

総務経済常任委員会

文教厚生常任委員会

9 月定例会

◇日　時　令和７年８月１８日（月）
◇場　所　〇五ヶ瀬町議会
　　　　　〇高鍋町議会
◇出席者　全議員
◇内　容　定数削減の経緯と議会運営に
　　　　　ついて等

議会の在り方検討特別委員会
行政調査

議員が行った一般質問が、町政にどう反映されているのか。事業に
結びついたものを議会だより編集委員会で選びました。

令和５年 ３月定例会
　　　陣　圭介議員

令和７年 ６月定例会
　　　末永　充議員

令和７年９月定例会補正予算
に計上された。
街路灯を５０ｍ間隔で１４基
設置する。
事業費４４８万３千円の予算
が可決。

令和６年度
高原駅にオストメイト
対応トイレ設置。
事業費１９４万円。

Q：オストメイト対応トイレの段階的な設置は。
A：今後は観光施設での設置を検討する。

Q：二葉・村移線の整備完了区間は街路灯がない。
     危険。どう進めていくのか。
A：街路灯もしくは防犯灯で整備を進める。

追跡!

一般質問追跡!

一般質問

（質問者数により日程が決まります。）

▲五ヶ瀬町議会

▲高鍋町議会

議
会
の
動
き
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No.

■
発
行
日
／
令
和
７
年
10
月
15
日 

■
発
行
／
高
原
町
議
会 

■
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

   

〠
8
8
9
ー
4
4
9
2 

宮
崎
県
西
諸
県
郡
高
原
町
大
字
西
麓
8
9
9
番
地  

☎(

0
9
8
4)

42

−

5
1
3
8

あなたの夢を応援します!!

　実るほど頭を垂れる稲穂かな、この時期の田んぼを
みるとこの言葉が、頭をぐるぐる回ります。
　自分は謙虚に生きているかな…
　さて、高妻町長の下では、９月の定例会が最後とな
りました。
　　　　　　　　　　　この議会だよりが手に届く頃
　　　　　　　　　　は新町長が誕生されているころ
　　　　　　　　　　ですね。
　　　　　　　　　　　稲穂を揺らすような爽やかな
　　　　　　　　　　風が吹いている事でしょうね。
                     　
　　　　　　　　　　　　　　編集委員　岩元 礼子

【編集委員】西嶋 陽代　岩元 礼子　山下 香織　郡山 貞利

曽山ポーク曽山ポーク
□営業時間／ 10：30〜18：00 

□定休日／日曜・月曜

□住　所／西諸県郡高原町西麓130-3

□電　話／47-0792

□営業時間／11：30〜14：30
             （ラストオーダー14：00）

□定休日／日曜日（不定休）

□住　所／高原町大字西麓457-1

湯之元区敬老会のようす湯之元区敬老会のようす

食堂 あんど sen. 食堂 あんど sen. 

※皆さんに親しく足を運んで頂きたくて、西諸県弁
　であんどせんと名付けました。皆さん気軽にお越
　し下さいね。まっちょるよ～⤴⤴

狭野保育所運動会狭野保育所運動会

※「上品なヘルシーポーク」を
追求する家族経営の豚屋です。

曽山 廣樹さんファミリー

狭野保育園のこどもたち

古田 君子さん（右）

編集後記編集後記編集後記 敬老の日敬老の日祝
町内の今年度の１００歳
以上の方は２７名です。

誠におめでとうございます。
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